
T
冬饂鑽麒恣埒鯰只躙勒、―■鰊隕鼈写藤彙藝熙藝蓼愧杯鑢ざり恣髯
ワクチン接種後に見られる主な副反応としては、発熱や接種した部位の痛み 。腫れ、注射の
痛み 。恐怖・興奮などをきっかけとした失神があります。
<ワクチンごとの主な副反応 >
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副反応については、接種との囚果関係を問わず、報告を集め、定期的に専門家が分析・評価
しています。現在、因果関係は不明ながら、持続的な痛みを訴える重篤な国」反応が報告されて
おり、その発生頻度等について調査中です。なお、これまでに報告のあつたその他の重い副
反応については、以下のとおりです。

発生頻度 ワクチン :サーノヾリックス ワクチン :ガーダシJl

50%以上 注 |・l部の痛み・発赤・瞳れ、疲労感 注射部の瘍み

10‐・́50シ6j薇 ,商 痒み、腹痛、筋痛・関節ツ高、頭癌    など 注射吝βの腫れ、紅・lII
1～ 10%未満 しんま疹、めまい、発熱        など 注射部の痒み・出血・不4夫感、頭痛、発熱

1%未満 注射部の

'日

覚異常、しびれ感、全身の脱力 注射部の硬結、手足の/m~み、筋肉のこわばり、
腹籐 下痢

頻度不明 手足の痛み、失神、リンバ節の炎症   など 疲労・俗怠感、失神、筋痛 ,関節痛、β扇吐  など
*平成 25年 6月時点の添イJ文書に基づく。

病気の名前 主な症状 報告鋼貰六

アナフィラキシー 呼吸困難、しん麻疹などを症状とする重しヽアレルギー 約 96万接種に 1回

ギラン・バレー症候群 両手・定の力の入りltく さなどを症状とする末梢神経の病気 約 430万接種に 1回

急性散在1■脳脊髄炎
(ADEM)

頭痛、瞳E■、意識の低下をなどをjE‐
~状
とする脳などの神経の病気 約 430万 1妾種に l ECI
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※これらの報告には、ワクチン接種と関係がないと思われる報告も含まれます。
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注射針を刺した直後から、強い痛みやしびれなどが生じた場合は、すぐに申し出てください。
また、ワクチン接種後に、注射による痛みなどをきっかけとして失ネ申することもありますの
で、接種後 30分程度は、ィスに座るなどして様子を見るようにしてください。
予防接種当日は、激しい運動や入浴は避け、接種部位を清潔に保ち、体調管理をしっかり行
つてください。

渕祓眩茫六り、R熙楔愧飩躇軋瞑鱚餞曖ξ鰤隆倅贔繹鰺饂貶、鰊毯趙霰瘍
痺封×饒饂鰈鼈饉捩硫燻鰈癸 u｀便燿冬には魃
副反応によつて、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障がでるような障害が残る
などの健康被害が生 じる場合には、法律に基づ く救済が受けられます。
※救済を受けるには、健康被害が予防接種によって弓|き起こされたものか、別の要因によるものかを、専門家からなる国の
審議会で審議し、設定される必要があります。

辟彫みな柄捩貪眸影巡躙 凩苓釉恣謳澤冬奉屏贔ンМ魏鱚辮贔剰鰈炉L文仄又は乙彦
子富頸がん予防ワクチンは子宮頸がんの原因となる全てのヒトパピローマウイリレス (HPV)に 予防効果がある訳ではあり
ません。ワクチン接種をした方も、 20歳になつたら必ず 2年に 1度の子宮頸がん検診を受けましょう。定期的に検診を受
ければ、がんになる過程の異常 (異形成)やごく早期のがんの段階で発見できることが多く、経過観察や負担の少ない治療
で済むことも多いのです。
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